






原理および構造

TSAテンションセンサは、テンションの分力を上下平行に配置されたばねで検出します。ばねにはストレンゲージが

設けられており、張力荷重に比例した電気信号に変換されます。上図にその構造を示します。

検出ロールにテンション（T）がかかり、その合力は荷重（F）となって作用し、平行ばねがわずかに歪みます。ばねが

歪むと、ストレンゲージはこの歪みを検知し、歪みに比例した電圧信号に変換します。ストレンゲージの信号はプリ

アンプで増幅され、テンションコントローラ、またはテンションメータへ送られます。

なお、テンションTと検出荷重Fとの関係は下図のような取付けの場合、次式で示されます。

TSA200、TSA1000、TSA200S、TSA1000S の場合 TSA010K、TSA010KS の場合

テンション T と検出荷重 F の関係

ツェナバリアボックス

本質安全防爆システム構成（安全保持器）
本安TSAテンションセンサは、以下のように構成して使用します。

本安TSAテンションセンサ1台に対して、安全保持器1台を接続してください。



形 式 TSA200（MB11） TSA1000（MB25） TSA010K（MB33, MB41）

定 格 テ ン シ ョ ン（N） ※ 1 200 1000 10000

許 容 ロ ー ル 荷 重（N） ※ 1 200 1000 7000

許容過負荷（許容荷重の 10 倍）（N） ※ 1 ※ 2 2000 10000 100000

ロ ー ル 変 位（ μ m/N） 0.3 0.05 0.005

ば ね 定 数 （ N / m m ） 3333 20000 200000

共 振 周 波 数 （ H z ） ※ 3 91.0 99.6 108.1

セ ン サ 単 体 出 力 電 圧（mV） ± 420 ± 63mV/100N ± 370 ± 55mV/500N ± 535 ± 80mV/5000N

応 答 時 間 （ m s e c ） ※ 4 0.5 以下

質 　 　 　 量 （ k g ） 1.4 3.6 16

テ ン シ ョ ン 合 力 方 向 正・逆可 正のみ逆不可

取 付 角 360°任意

供 給 電 圧 ± 15VDC( ＋ 15V/50mA, − 15V/10mA)

使 用 可 能 周 囲 温 度・ 湿 度 0 〜＋ 50℃、35 〜 85％ RH　結露なきこと

動 作 原 理 ストレンゲージ検出方式

I P 保 護 等 級 IP30

記）※ 1　定格テンション、許容ロール荷重、許容過負荷は、両側検出の場合の数値を示します。単体全検出の場合は、上記値の 1/2 になります。
※ 2　許容過負荷は、合力方向へかかる力の許容値を示します。
※ 3　共振周波数は、両側検出時のテンション、およびロール荷重最大での数値です。
※ 4　応答時間は、定格テンションの 1/10 の変化に対する数値です。

形 式 TSA200S（MB11S） TSA1000S（MB25S） TSA010KS（MB33S, MB41S）

定 格 テ ン シ ョ ン（N） ※ 1 200 1000 10000

許 容 ロ ー ル 荷 重（N） ※ 1 200 1000 7000

許容過負荷（許容荷重の 10 倍）（N） ※ 1 ※ 2 2000 10000 100000

ロ ー ル 変 位（ μ m/N） 0.3 0.05 0.005

ば ね 定 数 （ N / m m ） 3333 20000 200000

共 振 周 波 数 （ H z ） ※ 3 91.0 99.6 108.1

センサ単体出力電圧（mV）+1.5VDC 基準 ±350 ±52.5mV/100N ± 315 ± 47mV/500N ± 460 ± 68mV/5000N

応 答 時 間 （ m s e c ） ※ 4 0.5 以下

質 　 　 　 量 （ k g ） 1.4 3.6 16

テ ン シ ョ ン 合 力 方 向 正・逆可 正のみ逆不可

取 付 角 360°任意

供 給 電 圧 ※ 5 ＋ 6VDC/20mA

使 用 可 能 周 囲 温 度・ 湿 度 0 〜＋ 50℃、35 〜 85％ RH　結露なきこと

動 作 原 理 ストレンゲージ検出方式

I P 保 護 等 級 IP30

防 爆 記 号 ※ 6 Ex ia Ⅱ C T4 X

記）※ 1　定格テンション、許容ロール荷重、許容過負荷は、両側検出の場合の数値を示します。単体全検出の場合は、上記値の 1/2 になります。
※ 2　許容過負荷は、合力方向へかかる力の許容値を示します。
※ 3　共振周波数は、両側検出時のテンション、およびロール荷重最大での数値です。
※ 4　応答時間は、定格テンションの 1/10 の変化に対する数値です。
※ 5　供給電圧は、安全保持器への入力電圧を示します。
※ 6　X 表示による注意事項：発火の危険がありますので、テンションセンサに衝撃または摩擦を加えないでください。

仕　様（標準タイプ）

仕　様（本質安全防爆タイプ）



TSA テンションセンサ TSA200- □　図番：MD0001710-JA

●設置方法　TSA200、TSA1000、TSA200S、TSA1000S

TSA テンションセンサ TSA010K- □　図番：MD0001730-JA

TSA テンションセンサ TSA1000- □　図番：MD0001720-JA

外形寸法図（標準タイプ）



●設置方法　TSA010K、TSA010KS

透明チューブ
コネクタ付属品

ロール中心

ナベ
M4×6L/SW
アース接地用（丸形裸圧着端子付属）

4-M12×55L

注記）
据付に関する注意事項は、「取扱説明書」を参照ください。

・防爆記号 ：Ex　ia　ⅡC　T4　X
  X表示 = 発火の危険がありますので、テンションセンサに衝撃または摩擦を加えないでください。
・使用可能な危険場所 ：特別危険箇所、第一類危険箇所、第二類危険箇所
・使用可能な危険ガス蒸気の範囲 ：機器グループ　ⅡC、温度等級　T4
・安全保持定格 ：本安回路許容電圧　8.7V、本安回路許容電流　178mA、本安回路許容電力　0.39W
 内部インダクタンス　39μH、 内部キャパシタンス　1.78μF、周囲温度　0℃～＋50℃
・詳細は取扱説明書(QJ4123)に記載しています。ご使用前に必ず取扱説明書を参照してください。
・作業は、『ユーザのための工場防爆電気設備ガイド』〈防爆電気設備の保守〉を参照の上おこなってください。

本安機器識別表示（青色）

防爆関連表示ケーブル出口 検出方向表示

※1センサ－ツェナバリア間ケーブル用付属品
・コネクタ
・圧着端子（棒×4、丸×1）
・導電性テープ 6×15mm

注意：
ケーブル長は、ツェナバリアを介し、センサからコントローラまたは
メータまでの合計が50m以下になるように選定してください。

※1.センサ－ツェナバリア間のケーブルについて
A)付属のコネクタと圧着端子を使用してください。

B)AWG22以上、4心シールド付ケーブルを使用し、コネクタの結線は、下表(図）を参照して行ってください。

C)シールド線は必ずコネクタ本体に接続してください。

D)センサの内部インダクタンスは39μH、内部キャパシタンスは1.78μFになります。ケーブルのインダクタン

ス、キャパシタンスは上記値を含め、ご使用のツェナバリアの定格内で選定してください。

型式検定合格商標

コネクタ
ピン番号 用途
1
2
3
4

+6VDC
COM
SIG
COM

コネクタ
1
2
3
4

コネクタ本体(金属)

+6VDC
COM
SIG
COM
シールド（A種接地)

導電性テープ

折り返して
導電性テープで巻く

シールド線
導電性テープの上で
クランプする

シールド線の処理方法
(12)(7.5)
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TENSION  SENSOR

防爆関連表示
検出方向表示

本安機器識別表示（青色）
SERIAL NO.
MODEL NO.
TENSION  SENSOR

ロール中心

型式検定合格商標

ケーブル出口
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※1センサ－ツェナバリア間ケーブル用付属品
・コネクタ
・圧着端子（棒×4、丸×1）
・導電性テープ 6×15mm

＋
LOAD
－

ナベ
M4×6L/SW
アース接地用（丸形裸圧着端子付属）

透明チューブ
コネクタ付属品

注記）
据付に関する注意事項は、「取扱説明書」を参照ください。

・防爆記号 ：Ex　ia　ⅡC　T4　X
  X表示 = 発火の危険がありますので、テンションセンサに衝撃または摩擦を加えないでください。
・使用可能な危険場所 ：特別危険箇所、第一類危険箇所、第二類危険箇所
・使用可能な危険ガス蒸気の範囲 ：機器グループ　ⅡC、温度等級　T4
・安全保持定格 ：本安回路許容電圧　8.7V、本安回路許容電流　178mA、本安回路許容電力　0.39W
 内部インダクタンス　39μH、 内部キャパシタンス　1.78μF、周囲温度　0℃～＋50℃
・詳細は取扱説明書(QJ4123)に記載しています。ご使用前に必ず取扱説明書を参照してください。
・作業は、『ユーザのための工場防爆電気設備ガイド』〈防爆電気設備の保守〉を参照の上おこなってください。

注意：
ケーブル長は、ツェナバリアを介し、センサからコントローラまたは
メータまでの合計が50m以下になるように選定してください。

※1.センサ－ツェナバリア間のケーブルについて
A)付属のコネクタと圧着端子を使用してください。

B)AWG22以上、4心シールド付ケーブルを使用し、コネクタの結線は、下表(図）を参照して行ってください。

C)シールド線は必ずコネクタ本体に接続してください。

D)センサの内部インダクタンスは39μH、内部キャパシタンスは1.78μFになります。ケーブルのインダクタン

ス、キャパシタンスは上記値を含め、ご使用のツェナバリアの定格内で選定してください。

コネクタ
ピン番号 用途
1
2
3
4

+6VDC
COM
SIG
COM

コネクタ
1
2
3
4

コネクタ本体(金属)

+6VDC
COM
SIG
COM
シールド（A種接地)

導電性テープ

折り返して
導電性テープで巻く

シールド線
導電性テープの上で
クランプする

シールド線の処理方法
(12)(7.5)

本質安全防爆構造 TSA テンションセンサ TSA010KS　図番：MD0002680-JA

本質安全防爆構造 TSA テンションセンサ TSA1000S　図番：MD0002670-JA

本質安全防爆構造 TSA テンションセンサ TSA200S　図番：MD0002660-JA

※1センサ－ツェナバリア間ケーブル用付属品
・コネクタ
・圧着端子（棒×4、丸×1）
・導電性テープ 6×15mm

ナベ M4×6L/SW
アース接地用（丸形裸圧着端子付属）

防爆関連表示
型式検定合格商標

ロール中心

本安機器識別表示（青色）
SERIAL NO.
MODEL NO.
TENSION   SENSOR

+
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－

検出方向表示ケーブル出口
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透明チューブ
コネクタ付属品

注記）
据付に関する注意事項は、「取扱説明書」を参照ください。

・防爆記号 ：Ex　ia　ⅡC　T4　X
  X表示 = 発火の危険がありますので、テンションセンサに衝撃または摩擦を加えないでください。
・使用可能な危険場所 ：特別危険箇所、第一類危険箇所、第二類危険箇所
・使用可能な危険ガス蒸気の範囲 ：機器グループ　ⅡC、温度等級　T4
・安全保持定格 ：本安回路許容電圧　8.7V、本安回路許容電流　178mA、本安回路許容電力　0.39W
 内部インダクタンス　39μH、 内部キャパシタンス　1.78μF、周囲温度　0℃～＋50℃
・詳細は取扱説明書(QJ4123)に記載しています。ご使用前に必ず取扱説明書を参照してください。
・作業は、『ユーザのための工場防爆電気設備ガイド』〈防爆電気設備の保守〉を参照の上おこなってください。

注意：
ケーブル長は、ツェナバリアを介し、センサからコントローラまたは
メータまでの合計が50m以下になるように選定してください。

※1.センサ－ツェナバリア間のケーブルについて
A)付属のコネクタと圧着端子を使用してください。

B)AWG22以上、4心シールド付ケーブルを使用し、コネクタの結線は、下表(図）を参照して行ってください。

C)シールド線は必ずコネクタ本体に接続してください。

D)センサの内部インダクタンスは39μH、内部キャパシタンスは1.78μFになります。ケーブルのインダクタン

ス、キャパシタンスは上記値を含め、ご使用のツェナバリアの定格内で選定してください。

コネクタ
ピン番号 用途
1
2
3
4

+6VDC
COM
SIG
COM

コネクタ
1
2
3
4

コネクタ本体(金属)

+6VDC
COM
SIG
COM
シールド（A種接地)

導電性テープ

折り返して
導電性テープで巻く

シールド線
導電性テープの上で
クランプする

シールド線の処理方法
(12)(7.5)

外形寸法図（防爆タイプ）
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外形寸法図（本質安全防爆タイプ）

ナベ
M4×6L SW/W
アース接地用（D種以上）

ナベ
M4×6L SW/W
アース接地用（D種以上）

※2

※1　4-φ7取付用穴を使用して取付けて下さい。
※2　オプションの取付用ブラケットを使用する場合に使用します。
※3　D種接地（接地抵抗＝100Ω以下）以上を施行してください。
※4　A種接地（接地抵抗が10Ω以下）を施行してください。
※5　設置条件によりツェナバリアの向きを変更したい場合は変更できます。

ツェナバリアの詳細についてはツェナバリアメーカーの取扱説明書を御参照下さい。

取付用穴

MODEL
   NO.
SERIAL
   NO.

※3

※3

※4
A種

ケーブル用穴 8-φ16
(ケーブルブッシュ内径φ11)※5

ツェナバリア（WM0001240-01）
メーカー型式：Z961（メーカ：P&F）

危険場所側端子 安全場所側端子

※1
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ツェナバリアボックス（両側検出用）
本質安全防爆構造TSAテンションセンサ用
図番：MK0001110-JA

コネクタ接続

センサ出力信号

DC供給電源

D種接地以上

TSAテンションセンサ
MODEL　TSA200S,1000S,010KS

SIG
COM

COM
+6V1 8

72
3 6

54

+V(約+4.6V)
COM
SIG
COM

注記：
・片側検出の場合、テンションセンサとツェナバリアは1組になります。配線は変わりませんので、1組分の配線を行ってください。
・防爆記号 ： Ex　ia　ⅡC　T4　X

X表示 = 発火の危険がありますので、テンションセンサに衝撃または摩擦を加えないでください。
・使用可能な危険場所 ： 特別危険箇所、第一類危険箇所、第二類危険箇所
・使用可能な危険ガス蒸気の範囲 ： 機器グループ　ⅡC、　温度等級　T4
・安全保持定格 ： 本安回路許容電圧　8.7V、　本安回路許容電流　178mA、　本安回路許容電力　0.39W、

内部インダクタンス  39μH、   内部キャパシタンス  1.78μF、　周囲温度　0℃～＋50℃
・詳細は取扱説明書(QJ4123)に記載しています。ご使用前に必ず取扱説明書を参照してください。
・作業は、『ユーザのための工場防爆電気設備ガイド』〈防爆電気設備の保守〉を参照の上おこなってください。

COM
SIG
COM

+V(約+4.6V)

4 5
63

2 7
811

2
3
4

+6V
COM

COM
SIG

ツェナバリアボックス
MK0001110-JA（両側検出用）
MK0001210-JA（片側検出用）TSAテンションセンサ

MODEL　TSA200S,1000S,010KS

D種接地以上

A種接地

DC供給電源

センサ出力信号

非危険場所危険場所

コネクタ接続
ツェナバリア（WM0001240-01）

メーカー型式：Z961（メーカ：P&F）

4
3
2
1

SHIELD

SHIELD

D種接地以上

ツェナバリアボックス
（本質安全防爆構造TSAテンションセンサ用）
図番：RM0000470-JC

本質安全防爆ツェナバリア
Z961(PEPPERL＋FUCHS)
図番：WM0001240-01

名 称 ： 本質安全防爆ツェナバリア（TIIS対応品）
型 式 ： Z961
メ ー カ ： PEPPERL＋FUCHS
仕 様 ： [EEX ia]　IIC
  Um=AC250V 50/60Hz , DC250V
  周囲温度　60℃
安全保持定格 ： 本安回路最大電圧　8.7V
  本安回路最大電流　178mA
  本安回路最大電力　0.39W
  本安回路許容インダクタンス　1.14mH
  本安回路許容キャパシタンス　4.9μF
※1. A種接地端子は、DINレール取付金具と電気的に導通しています。

設置時には注意してください。
※2. 取り扱い詳細についてはメーカ取扱説明書を必ず参照してください。

非本安回路側（安全側）

端子番号：5,6,7,8

本安回路側（危険側）

端子番号：1,2,3,4

DINレール取付（35mm幅）DINレール取付（35mm幅）

A種接地用端子A種接地用端子
※1※1
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